
＜ そよかぜ学級と歩いたみずべ公園 ＞

ひたち野うしく小３年２組の皆さんと歩

いた９日後、今度はそよかぜ学級の皆さん

といっしょにみずべ公園で生きもの観察を
かんさつ

しました。まず見つけたのは、ナナホシ

テントウのさなぎ。よく見ると、少しず

つもようや色あいが違います。
ちが

続いて、成 虫で冬を越すチョウのなかま。よく
せいちゅう こ

似たムラサキシジミとムラサキツバメ。どこが違
に ちが

うか分かりますか？よく見ると羽のもようも違いま
はね ちが

すが、ムラサキツバメでは後ろの羽に突起があるこ
はね と っ き

とで見分けられます。羽を開くと 表 の 輝 く青が見
はね ひら おもて かがや

えます。

こちらのウラギンシジミも

成 虫越冬でしたね。上の２種類とと
せいちゅうえっとう

もに、たくさん見られました。コナ

ラの枝に数頭でかたまっていたのも
えだ

見られました。なかなか羽を開いて
はね

くれませんでしたが、開くとおすと

めすで表の色が異なるので見分けら
こと

れます。
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ナナホシテントウのさなぎ。

ムラサキシジミ(左上)。

羽を開くと金属光沢のある青いもようが見える(右)。
はね きんぞくこうたく

よく似たムラサキツバメ(左下)。後ろの羽に突起がある。
に はね とっき

草の葉の裏にとまるウラギンシジミ(左)。
は うら

シラカシの葉にとまるおす(右上)とめす
は

(右下)。



こちらも成虫越冬の、キタテハ。羽を開くと
せいちゅうえっとう はね

黄色～オレンジ色のもようが目だちますが。閉じる
と

と、枯れ葉みたいですね。たぶんなかまのルリタテ
か は

ハもいるはずなのですが、見つけることはできませ

んでした。白い「Ｃ」のマークが特ちょう。この日

はたくさんいて、コナラの木には見える範囲で数え
は ん い

たら同時に６頭とまっていました。

次は、幼 虫で冬を越すチョウ。ヤマトシジミはこの日も食 草カタバミのまわりをたくさん飛んで
ようちゅう こ しょくそう

いて、交尾しているものもいました。咲いている花も少なくなりましたが、ムラサキツメクサではチ
こ う び さ

ャバネセセリが、セイタカアワダチソウではモンキチョウが蜜を吸っていました。また、ヒカゲチ
みつ す

ョウが林の下の草かげにじっとしていました。目だたない色でじっとしていると、見つけにくいです。

セイタカアワダチソウには、さなぎ越冬のモンシロチョウやツマグロヒョウモンも来ていました。
えっとう

コナラに何頭も集まってたキタテハ。ここまで成 虫 越 冬。
せいちゅうえっとう

交尾中のヤマトシジミ(左上)。 ムラサキツメクサの蜜を吸うチャバネセセリ(右上)。 セイタカアワダチソウの蜜
こうび みつ す みつ

を吸うモンキチョウ(左下)。 文字通り日かげにいてめだたなかったヒカゲチョウ(右下)。これらは幼 虫で冬を越す。
す ようちゅう こ

セイタカアワダチソウの蜜を吸うモンシロチョウ(左:さなぎ越 冬)と、ツマグロヒョウモン(右:幼 虫かさなぎで越冬)。
みつ す えっとう ようちゅう



ガの幼虫も、いろいろ見られました。あざやかなもようのフクラスズメ、シダレヤナギにはセグ
ようちゅう

ロシャチホコ、そしてコナラの葉の裏にヒロヘリアオイラガ。フクラスズメは目だちますが、毒は
は うら どく

ありません。セグロシャチホコも最初ドクガのなかまかと思いましたが、調べてみて無毒のシャチホコ
む ど く

ガのなかまと分かりました。こういうのを「擬態(ぎたい)」といいます。ヒロヘリアオイラガはトゲト

ゲがあっていかにも毒のあるガという感じですが、こちらは見た目の通り刺されるとものすごく痛いで
どく さ いた

す。もし刺されたらガムテープなどで毒針を抜き、早めに皮膚科で 薬 を出してもらうとよいそうです。
さ どくばり ぬ ひ ふ か くすり

ヒラタアブ類のさなぎは、変わった形でおもしろかったですね。
るい

バッタのなかまはいくらも見られませんでしたが、もうすぐ終 了というころにホシササキリを見つ
しゅうりょう

けてくれました。びっくりするくらい長い触 角ですね。
しょっかく

カマキリの成 虫は公園内では見つけられませんでしたが、ヤマブキの細い枝にこれまた小さなハ
せいちゅう ほそ えだ

ラビロカマキリの卵のうを見つけました。そして学校に入ってから、その成 虫を見つけてくれまし
らん せいちゅう

た。

ガの幼 虫で葉を食べるフクラスズメ(左)とシダレヤナギの葉を食べるセグロシャチホコ(中)､ヒロヘリアオイラガ(右)。
ようちゅう は は

ハナアブのなかま、ヒラタアブ類のさなぎ。
るい

触 角の長～い、ホシササキリ。
しょっかく

ヤマブキの枝につくられた、ハラビロカマキリの卵のう(左)と、学校に入ってから見つけてくれた成 虫(右)。
えだ らん せいちゅう



カメムシのなかまでは、コナラの葉の上にホソヘリカメムシを見つけました。スリムですが、後足
は

の太いカメムシです。また、コブシの実の写真を後で見たら、アカスジキンカメムシの幼 虫がいま
ふと しゃしん ようちゅう

した。これも擬態（ぎたい）ですね。コナラの枝には、カメムシと親せきのアブラムシのなかまで、ま
えだ

っ黒で大きいクリオオアブラムシがいました。

赤とんぼはこの日も、ノシメトンボ、ナツアカネ、アキアカネの３種類が見られました。

コナラの葉にいたホソヘリカメムシ(左上)と、コブシの実に写りこんでいたアカスジキンカメムシの幼 虫(右)。
は うつ ようちゅう

コナラの枝にいたクリオオアブラムシ(左下)。
えだ

赤とんぼのなかま、ノシメトンボのめす(左上)とアキアカネ(右上)、ナツアカネのめす(左上)とおす(右下)。



羽を八の字形に、半開きにしてとまるのが特ち
はね はんびら

ょうのアオイトトンボがいました。３年生と歩

いた時にも、いるはずなのになぁと思いながら見

つけられなかったトンボです。パッと見ておすだ

と思いましたが、みんなを呼ぼうと思って目をは
よ

なしたすきに逃げられてしまいました。あとで
に

写真の腹端を見て、おすによく似た特ちょうをも
しゃしん ふくたん に

つめすだと分かりました。ややこしいですね。

クモはやはりジョロウグモが多く見られましたが、産卵もすんだのかほっそりして動きのにぶいの
さんらん

もいました。その他、ハナグモとオニグモを見つけてくれましたね。皆さん、いい目をもっています。

鳥はヤマガラがエゴノキ

の実を食べているのを見ま

したが、残念ながら写真に
ざんねん しゃしん

はとれませんでした。ぜ

ひ、「ヤマガラ」でサイト内

検索してみて下さい。みず
けんさく

べ公園のヤマガラのようす

がいくつか見られます。ヤ

マガラにまじって、日本最

小のキツツキのコゲラと、

シジュウカラも見られま

したね。池には冬鳥も来て

いました。

最後に、いつもだれかしら見つけてくれる

カナヘビ。体がかさかさしていて尾が長いの
お

が特ちょうですが、この長い尾は、草の上を移
お

動するときにバランスをとるのに役立っている

そうです。 【理科支援員:宮内】

アオイトトンボのおす型のめす。
がた

ナナホシテントウのさなぎに近づくハナグモ(左)とジョロウグモの卵のう(中)、えものを待つオニグモ(右).
らん

いつも、だれかが見つけてくれる、カナヘビ。

一年中いるコゲラ(左上)とシジュウカラ(左下)。

冬 鳥コガモ(右上)とハシビロガモ(右下２枚：左がおす)。
ふゆどり


